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組先の霊を供養
白
滝
、
つ
ら
盆
ま
つ
り

八
月
二
十
四
日
、
白
滝
商
工
観
光
連

盟
(
久
保
義
章
会
長
)
主
催
に
よ
る

行
白
滝
う
ら
盆
ま
つ
り
〆
が
、
盛
り
だ

く
さ
ん
な
内
容
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

祖
先
の
供
養
に
毎
年
聞
か
れ
る
こ
の

お
ま
つ
り
、
今
年
も
、
踊
り
大
会
・
カ

ラ
オ
ケ
大
会
・
つ
く
り
も
の
な
ど
の
催

し
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
昨
年
か
ら
の
白

滝
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
青
年
部
(
尾
上
孝
之

会
長
)
に
よ
る
、
金
魚
す
く
い
・
わ
た

菓
子
・
輪
投
げ
な
ど
、
子
供
か
ら
お
年

せ
ま
し
た
。

寄
り
ま
で
、
大
勢
の
見
物
客
を
楽
し
ま
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海の祭典田 園田

八
月
四
日
・
五
日
の
一
一
口
問
、
海
の

祭
典
実
行
委
員
会
(
東
吉
成
会
長
)

町
手
つ
く
り
実
行
委
員
会
(
岡
孝
志
会
長
)

の
主
催
に
よ
る
仰
な
が
は
ま

ま

「

海

の

祭

典

了

が

開

璽

置

催

さ

れ

ま

し

た

。

瞳

瞳

連
日
の
猛
暑
と
い
う
こ
盆
輔
副
置

と

も

あ

り

、

メ

イ

ン

会

場

母

畿

の
海
水
浴
場
に
は
、
大
勢

の
観
光
客
が
訪
れ
、
す
ば
ら
し
い
長
浜

の
夏
を
満
喫
し
ま
し
た
。

各
賞
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

ツ
ク
船
長
(
出
海
小
学
校
)
{
議
長

賞
}
ゴ
ジ
ラ
く
ん
(
喜
多
灘
小
学
校
)

{
実
行
委
員
会
長
賞
一
顔
と
顔
(
大
和
小

学
校
)
{
町
づ
く
り
会
長
賞
}
う
ず

く
ま
る
少
年
(
柴
小
学
校
)
{
大
洲

工
事
事
務
所
長
賞
(
建
設
省
)
}
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
(
櫛
生
小
学
校
)
{
観
光

協
会
長
賞
}
肱
川
の
河
童
(
向
滝
小
学

校
)

高
校
二
般
の
部

一
町
長
賞
一
長
浜
の
夕
陽
(
長
浜
高
校

美
術
部
)
{
愛
媛
新
聞
社
賞
}
お
地
蔵

様
と
犬
(
森
実
寿
子

)
{
N
H
K
松
山

山
放
送
局
賞
}
い
た
ず
ら
ざ
か
り
(
清

一
第
二
位
一
上
甲
弘
司
(
大
洲
市
)

一
第
三
位
一
和
田
武
勝
(
松
山
市
)

一
第
四
位
一
高
橋
生
昌
(
高
知
県
)

一
第
五
位
}
宮
兼
一
夫
(
徳
島
県
)

一
第
六
位
一
白
井
義
朗
(
広
島
県
)

刊日・

5
叩
)
{
準
優
勝
一
馬
場
恵
子

(
長
浜
・
カ
ン
ダ
イ
お
・

1
伺
)
{
三

位
一
淳
山
敏
治
(
松
山
市
・
ウ
マ
ズ
ラ

ハ
ギ
幻
・

7
佃
)
{
四
位
一
宮
山
昌

彦
(
長
浜
・
カ
レ
イ
印
・

5
叩
)
{
五

位
一
菊
地
寛
展
(
長
浜
・
ベ
ラ
ロ
・

9
叩
)

一
二
等
一
成
川
満
(
松
山
市
)
マ
谷
淵

祐
介
(
名
古
屋
市
)
マ
飛
田
美
加
子

(
松
山
市
)
マ
渡
壁
紀
行
(
沖
浦
)
マ
犬

田
ク
ラ
ヨ
(
白
滝
)

黒
ん
坊
大
会

一
一
位
一
久
保
剛
史
(
白
滝
)

B 
~~I=~ 

位
一
前
山
あ
ゆ
み
(
大
洲

市
)
{
一
二
位
}
福
岡
佳
平

(
小
浦
)
{
四
位
一
新

山
隆
(
小
浦
)
{
五
位
}

高
岡
佑
輔
(
長
浜
)

砂
の
郎
防
刻

小
中
学
生
の
部

一
町
長
賞
一
プ
リ
プ
リ
か
ぐ
や
姫
(
長

浜
中
学
校
)
{
教
育
長
賞
}
海
賊
フ

水
敏
宏
)
{
南
海
放
送
賞
}
ユ
ウ
ち

ゃ
ん
(
伊
予
長
浜
郵
便
局
)
{
テ
レ

ビ
愛
媛
賞
一
長
浜
町
長
(
町
職
青
年
部
)

ス
カ
イ
サ
ー
キ
ッ
ト
卯

第
一
位
}
崎
山
和
弘

(
広
島
県
)

ー‘宝.，...
d、ー、r・

-.0: 
釣
り
大
会

一
般
の
部

一
優
勝
一
新
正
和
(
大
洲
市
・
ク
ロ
ダ

イ
但
・

3
叩
)
{
準
優
勝
一
永
岡
公

(
長
浜
・
ウ
ミ
ア
イ
お
・

0
叩
)

一
三
位
}
尼
崎
哲
弘
(
沖
浦
・
ア
イ
ナ

メ
お
・

8
叫
)
{
四
位
一
一
一
点
山
鉄
治

(
松
山
市
・
ウ
マ
ズ
ラ
ハ
ギ
引

γ
5
唄
)

一
五
位
一
水
沼
秋
文
(
長
浜
・
ウ
ミ
ア

r
i
Q
U

ミ

J
m
/

ノ

2
，
t
C
¥

婦
人
o

少
年
の
部

優
勝
一
城
戸
晃
(
長
浜
・
メ
ジ
ナ

4マ〉

宝

寺
A
由

き

一
特
等
}
兵
頭
美
津
江
(
松
山
市
)

{
一
等
一
若
生
折
口
(
松
山
市
)
マ
風
巻

英
子
(
長
浜
)
行
〉
佐
野
弘
幸
(
神
戸
市
)
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長
襲
委
員
訣
ま
る

会
長
に

矢
野
氏
再
選

任
期
満
了
に
伴
う
長
浜
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
は
、
七
月
十
六
日
に
告
示

さ
れ
、
同
日
立
候
補
受
け
付
け
が
締
め

切
ら
れ
た
結
果
、
立
候
補
者
が
定
数

(
十
人
)
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
無
投
票

当
選
。
ま
た
、
議
会
推
薦
(
五
人
)
、

農
業
団
体
推
薦
(
二
人
)
の
委
員
も
次

の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

な
台
、
新
し
く
決
ま
っ
た
農
業
委
員

の
初
め
て
の
会
が
七
月
二
十
六
日
に
聞

か
れ
、
会
長
に
矢
貯
一
男
氏
、
会
長
代

理
に
武
知
幸
男
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
現
職
十
五
人
、
新
人
二
人
で
、

新
委
員
の
任
期
は
、
平
成
二
年
七
月
二

十
日
か
ら
一
-
一
一
年
間
で
す
。

新
し
く
選
ば
れ
た
農
業
委
員

一
第
一
選
挙
区
(
旧
長
浜
町
・
喜
多
灘

村
・
櫛
生
村
・
出
海
村
の
区
域
)
}

垣
見
芳
彦
(
犯
歳
・
出
海
・
再
)
高

岡
修
二
(
日
歳
・
出
海
・
新
)
東
伊
佐

男
(
的
歳

-
A
7
崩
・
再
)
兵
頭
方
平

(
回
歳
・
櫛
生
・
再
)
加
納
勝
利
(
臼
歳

・
須
沢
・
再
)
の
各
氏

一
第
二
選
挙
区
(
旧
大
和
村
・
白
滝
村

の
区
域
)
}

西
山
仙
一
(
回
歳
・
白
滝
・
新
)
清

水
武
重
(
削
歳
・
柴
・
再
)
徳
田
敬
四

朗
(
臼
歳
・
下
須
戒
・
再
)
菊
地
克
孝

(
口
歳
・
豊
茂
・
再
)
城
本
音
松
(
伺

歳
・
戒
川
・
再
)
の
各
氏

一
喜
多
共
済
推
薦
一

西
田
洋
一
氏
(
訪
歳
・
下
須
戒
・
再
)

一
長
浜
青
果
農
協
推
薦
一

山
本
葉
氏
(
印
歳
・
櫛
生
・
再
)

一
議
会
推
薦
一

笹
本
智
章
(
位
歳
・
沖
浦
・
再
)
中
田

正
目
(
町
歳
・
上
老
松
・
再
)
西
山
和
夫

(
幻
歳
・
豊
茂
・
再
)
武
智
幸
男
(
日

歳
・
白
滝
・
再
)
矢
野
一
男
(
侃
歳
・

黒
田
・
再
)
の
各
氏

年
金
を
正
し
く

受
け
る
た
め
に
日

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
そ
の
年

金
を
受
け
続
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
一

回
誕
生
月
に
提
出
す
る
「
現
況
届
」
を

は
じ
め
、
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
の
届

け
出
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
は
、
家
族
の
人
が

「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
子
続
き
を
忘
れ
た
り
遅
れ

た
り
す
る
と
、
支
払
月
に
年
金
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
過
ぎ

て
、
あ
と
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。

届
書
は
す
み
や
か
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
い

e

加
算
額
対
象
者
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の

加
算
額
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
子
供
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は

「
加
算
額
対
象
者
不
該
当
届
」
を
役
場

福
祉
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
亡
く
な
っ
た
と
き
②
生
計
維
持
の

状
態
が
や
ん
だ
と
き
③
婚
姻
し
た
と

き
④
配
偶
者
以
外
の
養
子
と
な
っ
た

と
き
⑤
離
縁
し
た
と
き
⑥
障
害
の

程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級
の
状
態
に
あ

る
二
十
歳
未
満
の
者
が
一
級
・
二
級
の

状
態
で
な
く
な
っ
た
と
き

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
年

金
を
受
け
過
ぎ
て
、
あ
と
で
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険

出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
一
九
月
二
十
日
(
午
後
一
時

か
ら
午
後
四
時
)
マ
十
月
十
日
(
午
後

一
時
か
ら
午
後
四
時
)

一
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

国
勢
調
査
に

ご
協
力
を
/

平
成
二
年
十
月
一
日
現
在
で
、
全
国

い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
最
も
基
本
的
・
大
規
模

な
統
計
調
査
で
、
教
育
・
福
祉
・
住
宅

対
策
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考
え

て
い
く
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
方
が
調
査
の
対
象
と

な
り
、
九
月
下
旬
に
調
査
員
が
、
伺
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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我
々
の
手
で
ま
ち
づ
く
り

ー
白
滝
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
青
年
部
1

同
一
国
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
青
年
部
(
尾
上
孝
之
会
長
)
が
、
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
七
月
一
一
十
二
日
、
白
滝
小
学
校

で
、
「
白
一
四
つ
ア
ミ
リ

1
夏
の
タ
ベ
」
を
行
い
、
約
一
一
百
二
一

十
人
グ
参
加
し
た
c

こ
れ
は
、
四
年
前
か
う

ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
・
奉

仕
活
動
に
参
加
し
、
ふ
れ

あ
い
に
よ
っ
て
地
域
間
の

つ
な
が
り
を
一
回
尿
め
、

活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く

η
を
ど
始
め
た
も
の
で
、

花
火
大
会
・
カ
レ

1
夕
食

会
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

盛
り
疋
く
さ
ん
な
企
画
で

ぐ
f
日
ト
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
た
り

三塁畳

口
口
口
口
口
口
口
口
[
じ

(
l

一

櫛
守
保
育
所
で
、
一
て
一
メ

ー
ト
ル
近
く
あ
る
ひ
ま
わ

り
が
災
い
た
。

・1

「
L

こ
れ
は
、
昨
年
、
国
阻
ん
ら
が
障
を
ま
い
た
こ

も
の
で
、
身
長
の
一
一
一
倍
く
ら
い
あ
る
い
ま
わ
口

り
を
指
会
し
、
「
こ
れ
犯
が
育
て
た
の
」
と
、
口

う
れ
し
そ
う
に
話
を
し
で
い
た
υ

口

ひ

ま

汁

)

わ

り

の

」

よ

う

に

、

日

大

き

く

、

口

の

び

の

巴

び

育

、

ノ

口

て

ほ

し

口

い
も
の
c

「じ門
〕「一円

U

一 泊

~櫛生保でひまわりづくり~

軍

大き〈ジャシブ

圏・E翠翠三亙変す

じ口口口口口口こ口口口口口口口口

ヅ 愛情のか ~t 構
~独居老人に手作りお弁当~

f立Jど6フ主字ZZ長号訴言り、宍手警存高士こ主11
=-1/μ-- clo ，~ミ輪ンかご j舌訪稽花はち取るなの人君、月

c左テテり動問手[1::づ、もる日りわに部|
、五ィモt竺もな施く継 j荷台的、弁手長 L

[J時副即叩即日返ー用 制調編額欄醐続足年かボ当作他日
瞳撞Il~~~ 配鴻盤仏、V調時態調瞥:土そ寄らラ酋己 V) I今

口開韓三甲道力うり企ン達おー長
鏑醤議議議護軍需 三 一一週なだり凶lテは弁人浜
憲議璽急膨譲歩珊りつ 2しイ、王将)高

口許討議轟盟議 宮? をたやたア少をが校
〔 川次:命事務週画面際還忍 '" モ oi正も r舌し配 、V
L_j謹輯際議事三醤鎚ば ツまえの重力でつ町 Y
口関職九一仲魁三~， トたんでのもた 内 S
轟義援母'護関謬凶?〓ド~ I 、午 、普独 。のク

ロ官 時罷しに長吾ぉ及居独ラ
口機 瀞思話、高に弁・老居プ

選議込 寝込調三九へ ι 響言売 V 戸当 j受人 老(
口遣問盟主/総選盤島省主 バ 叡書 Y生を透の 人矢

若
人
よ
集
ま
れ
ノ
.

1
長
浜
町
青
年
大
学
1

ま五は(加約っ? る活な f也る成勝を
でて、参し二 J七キ写。動と町さし義日「
。|西加た卜 時ャ真 を、村と、学的ふ

)一村希。丘のンは 行年と再拳長とる
ヒ勝望 人もフ。、 つ十の発仕)しさ
七義の がどを城 て団交見、をでと
七宮方参¥行川 いの流、ふ結、の

開丁幸斤
内 L
CT)しミ

勤社
苧子会
戸子を
午築
カごしミ
、て

青い
年〈
大入
学材
(養
目成
キj"L

~t 

ん

色、

小
学
校
五
年
生

あ
ろ
口
の
こ
と
で

F
o
A
君
と
B
君

は
、
仲
よ
く
教
室
で
あ
そ
ん
で
い
ま

L

た
。
と
こ
ろ
が

B
君
が

A
君
の
あ
だ
名

を
言
コ
た
こ
と
か
ら
口
ゲ
ン
カ
に
な
っ

で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

A
若

カ
一
ゃ
る
か

1
0
」

と
言
っ
た
か
と
思
う
と
、
つ
ね
り
合
っ

た
り
、
け
っ
た
り
、
た
た
げ
い
た
り
し
は

じ
め
中
ま
し
た
。

二
人
と
も
だ
ん
宍
ん
む
き
に
な
り
、

け
ん
か
は
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り
で
、
ぽ

ぐ
は
お
ど
ろ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
心
の
中
で
、
「
な
ん
と
か
し
そ

く
て
は
。
」
と
思
う
に
は
思
っ
た
の
で

す
が
「
や
め
よ
o

」
の
一
一
一
言
、
が
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
二
、
三
人
の
友
だ
ち
が

教
室
に
入
っ
て
き
た
け
ど
、
そ
の
人
た

ち
も
二
人
の
け
ん
か
を
見
て
い
る
だ
け

で
、
何
色
一
言
い
ま
せ
ん
ご
し
た
。

ぼ
く
は
、
な
ぜ
何
も
言
え
な
か
っ
売

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
や
め
ろ
。
」

の
一
一
斉
で
、
ぼ
く
も
け
ん
か
の
ま
き
ぞ

え
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
の

は
い
や
だ
、
と
い
う
ひ
き
ょ
う
な
心
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

F
。

ま
だ
ま
だ

A
君
と

B
君
の
ケ
ン
カ
ば

続
き
ま
し
た
。
つ
い
に
、

A
君
は

B
君

を
泣
か
し
て
、
メ
ガ
、
不
ま
で
こ
わ
し
で

し
ま
い
ま
し
た
。

あ
だ
名
の
一
言
で
、
ひ
ど
い
ケ
ン
カ

い
い
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
自
然
に
ケ
ン
カ
ば
む
さ

ま
り
ま
し
た
。
ヶ
、
J

カ
が
お
わ
っ
て
か

ζ
、
友
だ
ち
は
メ
ガ
ネ
を
ご
わ
さ
れ
た

人
だ
け
を
な
ぐ
さ
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
ぼ
く
は
ケ
ン
カ
は
二
人
と

も
悪
い
の
に
ど
う
し
て
一
人
だ
け
な
ぐ

さ
め
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

ど
う
し
て

A
君
に

了
メ
ガ
ネ
の
こ
と
を
あ
や
ま
っ
た
ら
ば

と
、
あ
や
ま
る
こ
と
を
す
す
め
、

B
君

こ
み
正

「
わ
ざ
と
し
た
ん
ピ
ゃ
な
山
け
ん
、
ゆ

る
し
て
あ
げ
え
や
。
」

と
、
言
・
え
な
い
の
だ
ろ
う
。

で
も
、
「
や
め
や
ο

」
の
一
三
も
一
一
日

え
な
か
っ
た
ぼ
く
ば
も
っ
と
悪
い
い
と
反

省
し
ま
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
允
ら
ぼ
く

の
一
言
で
大
ゲ
ン
カ
に
な
』
わ
な
か
っ
た

か
も
知
れ
な
い
し
、

B
君
の
メ
ガ
、
不
も

こ
わ
れ
ず
に
す
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
の

で
す
。
ぞ
れ
を
思
う
と
「
勇
気
」
の
な

い
ぼ
く
は
、
本
中
J

に
な
さ
け
な
い
と
回
心

い
ま
し
た
。

あ
だ
名
は
、
言
わ
れ
る
と
い
や
な
思

い
を
す
る
の
に
、
つ
い
一
平
気
で
友
だ
ち

に
言
つ
で
し
ま
う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
ぼ
く
も
そ
の
内
の
一
人
で
す
。

た
っ
た
一
ι
自
の
あ
だ
名
で
、
大
ゲ
ン

カ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

A
君
と

B
君
を

見
て
、
か
る
い
気
持
ち
で
、
あ
だ
名
を

言
つ
で
は
い
け
な
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ケ
ン
カ
を
し
て
い
る
人

を
見
た
ら
、
し
ら
ん
顔
を
し
な
い
で
「
勇

気
」
を
山
し
て
と
め
ら
れ
る
人
に
な
ら

な
く
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
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密
航
の
取
り
締
ま

り
に
ご
協
力
を
!

冨-彊園陸宮寝室T司

受
媛
県
は
離
島
が
や
す
¥ι

海
岸
線
が
長

い
た
め
、
密
航
者
の
格
好
の
上
開
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
怪
し
い
船
や
人
の

発
見
、
通
報
に
ご
協
力
く
だ
き
い
。

~
¥
こ
ん
な
人
ザ

。
海
岸
の
持
や
洞
穴
、
章
む
ら
に
潜
ん

で
い
る
者
。

。
海
岸
や
そ
の
周
辺
で
、
外
国
な
ま
り

の
あ
る
言
葉
で
道
聞
や
駅
な
ど
を
尋
ね

る
者
。

O
暗
げ
に
ほ
岸
で
立
日
今
出
し
た
り
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
や
懐
中
電
灯
な
ど
で
海
上

に
向
か
コ
て
連
絡
し
て
い
る
者
。

。
景
勝
地
で
も
な
い
海
岸
や
港
を
撮
影

し
た
り
ス
ケ
ッ
チ

L
て
い
る
者
。

。
魚
釣
り
ス
タ
イ
ル
な
の
に
市
靴
ふ
任
務

い
て
い
み
に
り
、
不
自
然
な
身
な
り
を
し

て
は
ろ
h
白
。

一 一 一J政一圏国臨盟国一歳です@お知らせ・文芸回E 過

ナ:歳ですヨ

森内砂也香ちゃん(豊茂)

一
九
月
は
「
障
害
者

山
一
一
雇
用
促
進
月
間
」

で
す
ノ
・

事
業
主
の
皆
さ
ん
並
び
に
障
害
苔
の

皆
ち
ん
の
雇
用
い
関
す
る
相
訟
を
行
っ

て
い
土
ず
の
で
、
わ
気
軽
に
持
制
一
し
く

だ
お
い
。

ハロ
l
ワ
l
ク
大
洲

(
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
)

J

老
人
性
痴
呆
疾
患
七

Ldm

m
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
一
一
一

愛
媛
県
で
は
、
六
月
一
目
、
県
立
中

央
病
院
に
老
人
性
痴
呆
疾
患
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
痴
呆
性
老
人
に
問
「
る
医

療
相
浪
、
鍛
別
診
断
な
ど
を
行
っ
て
い

宇
4
F
J
q
L

痴
呆
性
老
人
に
閉
す
る
相
談
は
、
精

神
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
保
健
所
、
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
、
福

祉
事
務
所
及
び
院
療
機
関
な
V
」
で
も
行

っ
て
い
ま
す
が
、
老
人
性
痴
呆
疾
患
い
て

乳がん@子宮がん検診

士蕩 所| 受付時間

10/12 豊茂公民焔 1: OO~- 2 : (1り

料金 乳がん検診 2 0 0円
子宮がん検診 7 () 0円

(70歳以上l土無料)

シ
タ
ー
は
、
こ
れ
ら
機
問
か
ら
の
紹
介

に
よ
り
、
専
門
的
な
医
療
相
談
に
応
じ

る
も
の
で
す
。

心
計
十
一
ン
タ
ー
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
辻
、
緊
急
時
を
除
き
、
ま
ず
、
最
寄

り
の
保
健
所
、
市
町
村
会
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

法
務
行
敢
に
貢
献

法
務
大
臣
彰

長
浜
の
紙
本
徳
之
助
さ
ん
は
、
多
年

に
わ
た
り
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
期
仕

事
・
愛
援
県
司
法
書
士
会
副
会
長
と
し

て
、
司
法
書
士
の
地
位
向
上
・
組
織
発

展
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
六
月
二

十
一
日
、
長
谷
川
信
法
務
大
臣
か
ら
表

彰
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。院

電話番号

医直山↓一

直言

圃

圃
圃

ー
出
海
短
歌
会

1

聞いい
L

八
正
昭
和
と
生
き
て
平
成
二
年
如

月
に
母
ば
透
き
ま
し
に
け
り

平

見

利

子

子
と
孫
を
送
り
で
戻
り
し
玄
関
に
小
さ

き
サ
ン
ダ
ル
浮
輪
の
ヒ
に田

丸

富

枝

弟
も
一
人
の
姉
も
世
に
亡
く
て
病
多
き

わ
れ
八
十
を
生
ざ
る

表彰を受けられた紙本さん

本

田

信

子

農
道
を
水
槽
積
み
て
走
る
車
絶
え
ゆ
る

こ
と
な
く
ひ
ね
も
す
つ
づ
く

池

田

蓉

子

二
匹
か
か
れ
ば
釣
り
上
げ
ら
れ
ね
大
漁

の
鰯
の
群
に
孫
の
勇
め
る西

山

品

子

白
山
に
落
つ
一
七
夕
陽
の
く
れ
な
い
は
明

日
も
半
の
つ
づ
く
と
ふ
色
か

本
同
重
太
郎

52一面汁
十一一一一一

52 - 0209 

0，2 - 02ハη

10/7 

110/10|米川医院 I52 - 0165 

也~4 [1"，] B3 ~ ~1é 1. 52二竺L
I [診療]救急患者の方のみ。
[受付]午前lCUJO~午後5 :00 

※原則として往訟は致しません。

石村病院

菊地医院

門屋医院

清水医院

9/ノ30

9/21 
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第

9
囲

長
浜
町
幼
児

ま
つ
り
開
催

備岸本印刷

次
代
を
に
な
う
子
供
た
ち
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
た
め
、
恒
例
の
幼
児
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。

{
日
時
}
平
成
二
年
九
月
二
十
六
日
(
水
)

午
前
八
時
五
十
分

1
十
二
時

{
場
所
}
町
民
運
動
場
(
雨
天
時
は
長

中
体
育
館
)

一
対
象
一
一
二
歳
以
上
県
(
四
月
一
日
現
在
)

印刷平成 2年 9月10日発行平成 2年 9月号広報ながはま

間生境環 週

~9 月 24 日から 10月 1 日まで~

毎年10月 1日は

「浄化槽の日」です。
美しい河川1.1毎・湖沼と快適な生活環境を

子孫に伝えるために、浄化槽の適正な設置・

維持・管理をしましょう。

衛

.::a:: 
固

まま
」、

そ り

?の
， 90 

や
す
生
あ
て

薬
ま
微
が
し

劇
い
な
と
意

、
使
切
こ
注

際
を
大
う
分

の
等
の
ま
十

除
剤
内
し

掃
洗
槽
で
で

o

の
、
化
ん
の
い

出
荷
剤
浄
死
す
き

便
浄
、
が
ま
だ

洗
と
物
り
く品 ふれあいコンサート

平成2年11月2日PM6:00-

(会場)長浜高校体育館

寄
付
採
納

。
下
須
戒
の
後
藤
道
男
き
ん
:
・
現
金
五

百
万
円
を
長
浜
町
へ
。

。
出
海
と
も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ
・
:
シ
ャ

ー
プ
全
自
動
洗
濯
機
一
台
を
内
海
保
育

所
ヘ
。ゅう1=

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

7
月
届
出
分
(
敬
祢
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

沖

浦

矢

野

真

一

朗

長

男

円

滝

別

宮

康

夫

長

女

自

滝

東

敦

弘

二

女

長

浜

岩

城

守

長

次

長

浜

菊

地

秀

明

モ

女

長

浜

玉

井

菊

江

子

下

須

戎

山

本

巧

長

女

上

老

松

宮

本

修

一

長

男

白

滝

渡

法

正

一

一

二

女

櫛

生

後

藤

準

一

一

一

男

新伊奉 持麻 f巴早宇谷児
太 代 典 荷 希 ヨ 夏 型 紀 貴 名

あなたです/

きれいな街を

つくるのは

7
円
の
卜
ノ
フ
は

大
野
亀
則
寿
美
子
き
ん
の
カ
y
プ
ル

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

婚

姻

時

年

齢

¥

大

越

大

野

亀

則

(

二

一

七

)

/
大
洲
市
山
尚
寿
美
子
(
二
一
四
)

¥

黒

同

大

谷

康

喜

(

一

二

三

)

/

松

山

市

内

石

博

子

(

二

七

)

¥

長

浜

竹

内

拡

勝

二

九

)

/

円

し

凋

木

下

光

子

二

八

)

¥

今

坊

中

見

隆

志

(

二

五

)

/
櫛
生
谷
井
ま
ゆ
ら
(
一
↓
四
)

お
く
や
み

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

出

海

橋

本

橋

夫

(

七

三

一

)

白

滝

横

道

佐

市

(

八

六

)

下

須

戒

山

本

高

子

(

六

四

)

豊

茂

松

本

宇

市

(

六

九

)

長

浜

中

村

寿

々

(

九

八

)

櫛

生

石

同

鶴

香

(

六

九

)

豊

茂

西

村

道

夫

(

八

四

)

h

滝

久

保

テ

ル

ミ

(

六

七

)

長

浜

味

村

賓

(

七

九

)

九月の声を聞くと 吹 く 風 も

なんとなく涼し1，'0 I天高く

馬肥ゆる秋Jの言葉 の よ う に

海の幸・山の幸は 白頭を埋め

捻りの秒くである。時f柔も↑九適。

言売書にスポ ツに土也土或をあげ

て各種の催しは多彩。!脅を開

くと 9月 1日は震災記念日。

フィリピンの大震災に各国は

救援隊を派遣。生き埋めになっ

た人は千人を超え た。関東犬

震災は大正12年 9月 1臼正午

2分前、東京・関東南部は全

焼。三日の朝ようやく鎮火。

死 者 ト 万 ・ 損 失 50億を超え

国家予算の 3年分を要ーした。

英・米・イム・中国はどめ各国

の，1'支援資金は予想を k同っ

たと い う 。 良 く 今日の繁栄を

築 L、た同胞の勤勉さに感i敷す

る。狭い日本は風 水害も絶え

ず、近くは九州の大水害の被

害 が 脳 裏 を か す めるって百!

日も あ れ ば 9月 8日は向露、

9日は重陽の節句。 15口は敬

老のf:::j(昭和41年|毛]民の祝日)

となり世界ーの長寿固となっ

たが老人対策は緊急に樹立し、

老人福祉に力を注いで欲しい。

23日は秋分の Hてる祖先への感

謝を家族ても表わそう。長浜町

も 企業進出の円。町民あげて

基盤作りに総力を傾け21険紀

へ向って魅力ある町づくりを期

待三して d:まない。革まり多い~~上

を築こう。

ゑ
考
/

長
誘
爆

ゑ
後
移
，

昌
一
編
集
後
記
藍

頬
を
な
で
る
風
が
涼
し
く
、
秋
の
近

づ
き
を
感
じ
ま
す
。

暑
か
っ
た
お
盆
頃
に
は
、
気
の
緩
み

の
せ
い
か
?
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
交
通

事
故
が
多
発
し
た
み
た
い
で
す
。
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
で
大
事
故
に
至
る

皆と
さ カご

んあ
!り
交ま
j邑す
jし・び〉

いで
Jレ・

ド
7 ・7

ナ・イ
1・ノ〈

を|
守の

っ
て
安
全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

( 

¥" 

数

人口をふやしましょう

7月 末現在 前月との比較

11可 391人 1人増

人 口 (男 5.363人) (男 4人減 )
女 6.028人 女 5人増

世 帯数 3.724世帯 1世帯増

帯世口人


